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　2．アンチセンスDNAによるアトピー1生皮膚炎
　　　モデルマウス皮膚からのIL－10の産生抑制
（東京薬大・第一薬剤）　　　宮崎恵梨子，新棋　幸彦
　　　　　　　　　　　　坂本　宜俊，土屋　晴嗣
【目的】アトピー性皮膚炎疾患部位ではIL－10が過剰産
生していることが報告されている．本実験：ではIL－10産
生を特異的に抑制するアンチセンスDNAを設計し，そ
の効果を細胞系，およびマウスを用いたin　vivoで検討
した．
【方法】LPS刺激によりRAW264．7細胞に誘導される
IL－10およびmRNAをELISA法，　RT－PCR法により検討
した．conventionalな条件で飼育したNc／Ngaマウスにア
ンチセンスDNAをイオントフォレーシスで投与し，皮
膚中のIL　10およびIL－4レベルをELISA法により検討し
た．
【結果・考察】細胞系においてIL　10産生を特異的に抑
制するアンチセンスDNA配列を明らかにした．
IL．10アンチセンスDNAはイオントフォレーシスによっ
て皮膚中に移行させることが可能であり，これが皮膚
中のIL－10レベルの特異的抑制に寄与することが示唆さ
れた．
1 ヒトリコンビナントTRAILの作製
（免疫学教室）　　　下　　邦明，葵　喜久美，
　　　　　　　　　　水口純一郎
　Tumor　necrosis　factor　Related　Apoptosis　lnducing　Ligand
（rRAIL）は、対応したレセプターを持った細胞にアポトーシ
スを誘導するが、アポトーシス誘導レセプター以外にデコイ
（囮）レセプターが存在し正常組織を守っている。従って抗
腫瘍作用と正常組織への障害性の抑制で臨床的に有効と思わ
れる。そこで我々はヒトリコンビナントTRAILの作製を試み
たので報告したい。
【方法】1）末梢血単核球、myeloid細胞株THP－1細胞、　B
lymphoma細胞株Ramos細胞よりMLPCRキットを使用して
cDNA調整を行った。2）Ramos細胞のDNAのシーケンス確認
を行った。3）発現型ベクターpSec　Aに導入、　mp－1細胞に
エレクトロポレイションによりトランスフェクト。4）培養
上清を集めてヒトT細胞株Jurkat細胞で細胞毒性を算出した。
【結果】1）PBMC、　MP－1、㎞os各細胞に発現を認めたe
2）シーケンシングは既報TRAILmRNAと一致した。3）エ
レクトロポレーションの条件は240Vから28σVで薬剤耐性株が
生育してきた。4）細胞毒性は40％程度であった。
3．　　　Myobia　m　usculi感染によって生じた
NCIJicマウスのアトピー性皮膚炎様病変
（薬理学）　　　飯島　治、武田弘志、松宮輝彦
NCマウスはconventional環境で飼育したときに
何らかの環境因子によってアトピー性皮膚炎様の
病変を発症するマウスとして知られている。我々
は皮膚炎を発症しているNCマウスがM．　musculi
に感染していることを発見し、この皮膚炎とM：
musculi感染の関係を知るべく実験を行った。
【材料と方法】我々が維持しているNCIJicマウス
コロニーの背景データを作成した後、IgEがプラ
トーに達し重篤な皮膚炎を発症する’ P6週齢の
NC／Jicマウスに対してivermectinを投与しM．
musculi駆除を行った。さらに、そのままでは皮
膚炎を発症しないsPFのNc／JicおよびBALB／cA
マウスに皮膚炎を呈しているNCIJicマウスを4週
間同居させ、一M．musculiの感染実験を試みた。
【結果と考察】M．m　usculiの駆除により、　IgEの
明瞭な低下と皮膚炎の緩解が認められた。
M．musculiに感染したNCIJicマウスには著しい
IgEの上昇と皮膚炎の発症が認められたが、
BALB／（込マウスには変化は認められなかった。
NCマウスの皮膚炎はダニに対する免疫学的な反
応という視点から研究されるべきである。
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